
合
意
内
容
の
概
要

　

昨
年
12
月
7
日
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
に
お
い
て
、
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督

委
員
会
（
バ
ー
ゼ
ル
委
）
の
上
位
機

関
で
あ
る
中
央
銀
行
総
裁
・
銀
行
監

督
当
局
長
官
グ
ル
ー
プ
（
Ｇ
Ｈ
Ｏ

Ｓ
）
会
合
が
開
催
さ
れ
、
金
融
危
機

後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
制
改
革
作
業

の
一
つ
で
あ
る
「
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
」
の

枠
組
み
を
最
終
化
す
る
こ
と
が
了
承

さ
れ
た
。
会
合
後
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
に
お
い
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｏ
Ｓ
議
長
で
あ

る
ド
ラ
ギ
Ｅ
Ｃ
Ｂ
総
裁
が
指
摘
し
た

と
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
金
融
危
機

の
発
生
を
契
機
に
開
始
さ
れ
た
金
融

規
制
に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
改
革

が
お
お
む
ね
完
了
し
た
こ
と
と
な
る
。

会
合
で
は
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
の
最
終
化

と
あ
わ
せ
て
、
ソ
ブ
リ
ン
向
け
与
信

の
扱
い
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
（
注
）、

現
行
の
規
制
を
見
直
す
こ
と
な
く
バ

ー
ゼ
ル
委
で
の
検
討
作
業
を
終
わ
ら

せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
決

定
に
よ
り
、
規
制
を
巡
る
不
確
実
性

が
払
拭
さ
れ
た
こ
と
は
、
銀
行
に
世

界
経
済
の
成
長
に
資
す
る
前
向
き
な

活
動
を
促
す
意
味
で
プ
ラ
ス
と
考
え

ら
れ
る
。

　

バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
の
最
終
化
は
、
主
と

し
て
自
己
資
本
比
率
の
分
母
で
あ
る

リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
の
計
測
改
善
を
目

的
と
し
た
も
の
で
あ
り
（
そ
の
趣
旨

に
つ
い
て
は
後
述
）、
そ
の
お
も
な

構
成
要
素
お
よ
び
適
用
開
始
時
期
は
、

図
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
（
国
際
的
な
銀
行
の
自
己
資
本
比
率
規
制
等
）
の
最
終
化
に
伴
い
、
金
融
危
機
の
発

生
を
契
機
に
開
始
さ
れ
た
金
融
規
制
枠
組
み
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
改
革
は
お
お
む
ね
完
了
し
た
。
こ

れ
と
同
時
に
、
国
債
な
ど
の
ソ
ブ
リ
ン
向
け
与
信
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
規
制
を
変
更
し

な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
今
般
の
合
意
は
、
規
制
の
簡
素
さ
や
比
較
可
能
性
を
向
上
さ
せ
つ
つ
リ
ス

ク
感
応
度
の
維
持
に
も
配
慮
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
本
邦
金
融
機
関
に

と
っ
て
も
、
十
分
対
応
可
能
な
内
容
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
、
本
邦
金
融
機
関
の
対
応
状
況
等

を
注
視
し
つ
つ
、
円
滑
な
国
内
実
施
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
規
制
の
影
響
に
つ
い
て
の
国
際
的

な
検
証
作
業
に
も
、
わ
が
国
と
し
て
し
っ
か
り
と
参
画
し
、
貢
献
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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検
討
の
経
緯

　

各
項
目
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿

に
譲
り
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

検
討
の
経
緯
と
今
回
合
意
さ
れ
た
内

容
の
意
義
に
つ
い
て
、
取
り
ま
と
め

て
み
た
い
。

　

先
般
の
国
際
金
融
危
機
に
至
る
過

程
で
は
、
欧
米
を
中
心
に
金
融
セ
ク

タ
ー
が
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
大
幅
に
積

極
化
し
た
。
当
時
の
規
制
に
即
し
て

み
れ
ば
、
国
際
的
に
活
動
す
る
金
融

機
関
の
健
全
性
に
大
き
な
問
題
は
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
た
が
、
危
機

の
進
展
に
伴
い
巨
額
の
損
失
が
発
生

す
る
と
、
多
く
の
金
融
機
関
に
お
い

て
自
己
資
本
に
よ
る
損
失
吸
収
力
の

不
足
が
露
呈
し
た
。
ま
た
、
多
く
の

金
融
機
関
が
短
期
の
市
場
性
資
金
調

達
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
も
、
危
機

の
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
。
さ
ら
に

は
、
危
機
の
経
験
を
通
じ
て
、
個
々

の
金
融
機
関
の
健
全
性
確
保
に
と
ど

ま
ら
ず
、
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
と
し

て
の
リ
ス
ク
の
顕
在
化
防
止
に
向
け

た
施
策
を
講
じ
る
重
要
性
の
認
識
が
、

国
際
的
に
広
く
共
有
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
う
し
た
経
験
や
問
題
意

識
を
ふ
ま
え
て
進
め
ら
れ
た
バ
ー
ゼ

ル
Ⅲ
規
制
策
定
作
業
に
お
い
て
は
、

パッケージ項目 内容 適用開始時期（注1）

信用リスク

標準的手法 ・現行手法の頑健性やリスク感応度の向上 2022年 1 月 1 日

内部モデル手法
・低デフォルトポートフォリオに対する最も先進的
な内部モデル手法の使用の制限
・リスクパラメータの下限値の設定・引上げ

2022年 1 月 1 日

CVAリスク ・内部モデル手法の廃止および新たな標準的手法の
導入 2022年 1 月 1 日

オペリスク ・既存の標準的手法および内部モデル手法の廃止、
新たな標準的手法の導入（計測手法の一本化） 2022年 1 月 1 日

レバレッジ比率

・グローバルなシステム上重要な銀行（G－SIBs）
に対する資本サーチャージの50％分のTier1資本
を上乗せする、レバレッジ比率バッファーの導入

・他のバーゼル規制との整合性を確保する観点か
ら、計測方法の技術的な修正を実施

2022年 1 月 1 日

資本フロア
（アウトプットフロア）

内容

・	各種内部モデル手法により算出した銀行のリスクアセットが全体とし
て、バーゼル規制の標準的手法の枠組みで計算されたリスクアセットの
72.5％を下回らないようにする措置

・	標準的手法のもとで計算されたリスクアセットも開示

資本フロアの移行期間（注2）・経過措置

	2022年から、以下のとおり段階的に実施し、2027年には72.5％で完全適用

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

50％ 55％ 60％ 65％ 70％ 72.5％

・移行期間中のキャップ＝銀行ごとのフロア適用前後におけるリスクアセットの増加率に25％の上限（キャッ
プ）を設けることを許容

（注）１．このほか、2016年１月に最終化されたものの、内部モデル手法と標準的手法の所要自己資本水準の調整（カリブレー
ション）や一部の技術的論点に関する検討が継続しているマーケットリスクの見直し（FRTB）の実施時期についても、
19年1月1日から延期し、22年１月１日にそろえることとなった。

　　２．年表示は、すべて１月１日からの適用を意味する。

〔図表１〕 バーゼルⅢ最終化パッケージの概要
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国
際
的
に
活
動
す
る
金
融
機

関
に
対
し
、
自
己
資
本
の
質

お
よ
び
量
の
充
実
、
安
定
的

な
流
動
性
保
有
な
ど
を
求
め

る
と
同
時
に
、
マ
ク
ロ
プ
ル

ー
デ
ン
ス
の
観
点
か
ら
の
対

応
も
強
化
す
る
、
図
表
２
に

ま
と
め
た
よ
う
な
合
意
が
お

お
む
ね
２
０
１
４
年
ま
で
に

得
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
取
組
み
を
進
め

る
な
か
、
国
際
的
に
活
動
す

る
銀
行
の
リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト

の
計
測
結
果
に
は
、
銀
行
が

保
有
す
る
資
産
の
リ
ス
ク
の

違
い
で
は
必
ず
し
も
説
明
が

つ
か
な
い
差
異
が
存
在
す
る

と
い
う
論
点
（
い
わ
ゆ
る

「
リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
計
測
の

バ
ラ
つ
き
」
の
問
題
）
が
、

残
る
課
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

こ
の
課
題
に
対
応
す
る
に

あ
た
り
、
バ
ー
ゼ
ル
委
が
、

国
際
的
に
活
動
す
る
銀
行
の

銀
行
勘
定
（
信
用
リ
ス
ク
）、

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
勘
定
（
マ

ー
ケ
ッ
ト
リ
ス
ク
、
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
信
用
リ
ス

ク
）
を
対
象
に
、
ま
っ
た
く
同
一
の

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
有
す
る
と
仮
定

し
た
仮
想
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
分
析
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
各
銀
行
の
内
部

モ
デ
ル
の
違
い
に
よ
っ
て
、
リ
ス
ク

ア
セ
ッ
ト
計
測
に
大
き
な
バ
ラ
つ
き

が
み
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
た

と
え
ば
、
信
用
リ
ス
ク
の
分
析
で
は
、

結
果
と
し
て
生
じ
る
自
己
資
本
比
率

へ
の
影
響
が
、
平
均
的
な
自
己
資
本

比
率
の
水
準
か
ら
の
乖
離
幅
で
見
て

±
２
％
㌽
（
す
な
わ
ち
最
大
で
４
％

㌽
）
に
も
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
結

果
は
、
自
己
資
本
比
率
規
制
へ
の
信

頼
の
観
点
か
ら
看
過
で
き
な
い
問
題

で
あ
り
、
自
己
資
本
比
率
の
比
較
可

能
性
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

し
て
、
バ
ー
ゼ
ル
委
が
対
応
策
の
検

討
に
着
手
し
た
。

　

金
融
危
機
前
に
合
意
さ
れ
た
バ
ー

ゼ
ル
Ⅱ
に
お
い
て
は
、
金
融
機
関
に

お
け
る
リ
ス
ク
管
理
実
務
の
整
備
が

進
展
す
る
な
か
、
銀
行
の
内
部
モ
デ

ル
手
法
を
規
制
上
も
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
銀
行
規
制
と
銀
行
自
身
の

リ
ス
ク
管
理
の
方
向
性
を
で
き
る
だ

け
そ
ろ
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の

発
想
の
も
と
、
内
部
モ
デ
ル
の
活
用

を
は
じ
め
と
す
る
自
己
資
本
比
率
規

制
の
リ
ス
ク
感
応
度
の
向
上
を
重
視

〔図表２〕 バーゼルⅢに関するこれまでの合意事項

自己資本比率規制の分子である資本の質および量

・普通株式等Tier1（CET1）を中心とした枠組みへの移行（2010年）
・ストレス時の損失に備えて平常時に資本を積み立てておくことを求める、資本保全バッファーの導入（2010年）

自己資本比率規制の分母であるリスクアセットにおけるリスク捕捉

・カウンターパーティー信用リスクの計測方法の見直し（2010年、2014年）
・証券化リスクの計測手法の見直し（2014年）
・マーケットリスクの計測手法の見直し（2016年）

マクロプルーデンスの規制の枠組み

・過剰な総与信の積み上がり等による金融システム全体のリスクの積み上がりに対し、銀行を将来損失から守
り、システム全体の安定性を確保することを企図した、可変的なカウンター・シクリカル・バッファーの導
入（2010年）
・「大きすぎて潰せない」問題への対応としてG－SIBsに対する資本サーチャージを導入（2011年）
・金融機関間の相互連関および与信集中に伴うシステミックリスクの削減を目的とした大口与信規制の導入
（2014年）

銀行のレバレッジに対する規制の枠組み

・過度なレバレッジの抑制や自己資本比率の補完を目的としたレバレッジ比率規制（エクスポージャーに対す
るTier1資本の最低所要水準）の導入（2010年）

流動性リスクやマチュリティ変換に対する規制の枠組み

・過度な流動性リスクや長短ミスマッチの抑制を企図した、流動性カバレッジ比率（LCR）および安定調達比率
（NSFR）の規制枠組みの導入（2010年、2013年、2014年）

（注） 　カッコ内は合意年。
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し
て
き
た
。
一
方
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
の

最
終
化
に
向
け
た
議
論
に
お
い
て
は
、

前
述
し
た
バ
ラ
つ
き
を
抑
制
す
る
た

め
内
部
モ
デ
ル
の
利
用
に
一
定
の
制

約
を
か
け
る
方
向
で
議
論
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
実
際
、
16
年

３
〜
６
月
に
実
施
さ
れ
た
信
用
リ
ス

ク
の
内
部
モ
デ
ル
手
法
の
見
直
し
に

係
る
市
中
協
議
に
お
い
て
は
、
い
っ

た
ん
、
デ
フ
ォ
ル
ト
実
績
が
僅
少
で

信
用
リ
ス
ク
の
計
測
が
困
難
と
見
込

ま
れ
る
一
部
の
資
産
に
つ
い
て
内
部

モ
デ
ル
の
利
用
廃
止
（
標
準
的
手
法

の
み
を
適
用
す
る
こ
と
で
銀
行
ご
と

の
バ
ラ
つ
き
を
解
消
）
が
提
案
さ
れ

た
経
緯
も
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
最
終
的
な
合
意
に
至

る
過
程
で
は
、
そ
れ
ら
の
資
産
に
対

す
る
内
部
モ
デ
ル
の
利
用
を
全
面
的

に
禁
止
す
る
の
で
は
な
く
、
一
定
の

制
限
を
か
け
た
う
え
で
利
用
を
認
め

る
こ
と
で
、
規
制
の
簡
素
さ
や
比
較

可
能
性
の
向
上
を
図
り
つ
つ
も
、
リ

ス
ク
感
応
度
の
確
保
に
も
配
慮
し
た

ア
プ
ロ
ー
チ
が
取
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
あ
わ
せ
て
、
内
部
モ
デ
ル
手

法
の
利
用
制
限
に
伴
う
所
要
自
己
資

本
の
増
加
へ
の
懸
念
に
対
応
す
べ
く
、

Ｇ
20
財
務
大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会

議
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
で
も
確
認
さ
れ
た
よ

う
に
、「
全
体
と
し
て
み
れ
ば
所
要

自
己
資
本
の
水
準
が
大
き
く
引
き
上

が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
の
方
針

が
合
意
さ
れ
た
。

　

バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
最
終
化
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
は
、
こ
う
し
た
考
え
方
の
も
と
に

進
め
ら
れ
た
検
討
の
結
果
を
反
映
し

た
も
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
規
制
に

織
り
込
ま
れ
た
具
体
的
な
要
素
を
見

る
と
、
ま
ず
、
①
も
と
も
と
モ
デ
ル

化
に
な
じ
ま
な
い
要
素
に
は
モ
デ
ル

の
適
用
を
制
限
す
る
こ
と
（
リ
ス
ク

パ
ラ
メ
ー
タ
の
固
定
化
、
標
準
的
手

法
の
適
用
）、
②
内
部
モ
デ
ル
の
利

用
範
囲
が
狭
ま
る
こ
と
に
加
え
、
同

手
法
に
対
す
る
資
本
フ
ロ
ア
（
詳
細

は
後
述
）
の
計
算
の
ベ
ー
ス
と
し
て

使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
標
準
的

手
法
の
リ
ス
ク
感
応
度
の
向
上
を
図

る
こ
と
（
バ
ラ
つ
き
の
抑
制
と
リ
ス

ク
感
応
度
の
間
で
適
切
な
バ
ラ
ン
ス

を
確
保
）、
の
２
点
が
大
き
な
柱
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
柱

を
補
完
す
べ
く
、
③
内
部
モ
デ
ル
で

用
い
る
リ
ス
ク
パ
ラ
メ
ー
タ
の
下
限

値
（
イ
ン
プ
ッ
ト
フ
ロ
ア
）
を
設
定

ま
た
は
引
き
上
げ
つ
つ
、
④
銀
行
の

全
リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
に
対
し
、
標
準

的
手
法
と
の
対
比
で
リ
ス
ク
ア
セ
ッ

ト
の
計
測
値
に
下
限
を
設
け
る
こ
と

（
資
本
フ
ロ
ア
の
導
入
）、
さ
ら
に
、

⑤
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｂ
に
対
し
て
は
、
そ
の

金
融
シ
ス
テ
ム
上
の
重
要
性
を
ふ
ま

え
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
規
制
を
通
じ

て
自
己
資
本
比
率
規
制
へ
の
バ
ッ
ク

ス
ト
ッ
プ
を
強
化
す
る
こ
と
（
レ
バ

レ
ッ
ジ
比
率
上
乗
せ
措
置
）
が
合
意

さ
れ
た
。

　

今
回
の
合
意
に
伴
う
銀
行
の
所
要

自
己
資
本
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
合

意
と
同
時
に
公
表
さ
れ
た
定
量
的
影

響
度
調
査
（
バ
ー
ゼ
ル
委
が
メ
ン
バ

ー
国
等
の
国
際
的
に
活
動
す
る
銀
行

を
対
象
に
実
施
し
た
も
の
）
の
結
果

を
見
る
と
、
銀
行
ご
と
に
影
響
は
異

な
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
み
た
平
均

的
な
所
要
自
己
資
本
の
水
準
は
ほ
ぼ

現
行
規
制
並
み
と
な
っ
て
い
る
。

合
意
に
対
す
る

総
括
的
評
価

　

今
回
合
意
さ
れ
た
最
終
的
な
規
制

枠
組
み
は
、
規
制
の
簡
素
さ
や
比
較

可
能
性
を
向
上
さ
せ
つ
つ
も
、
銀
行

に
よ
る
き
め
細
か
な
リ
ス
ク
管
理
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
損
な
わ
な
い
よ

う
、
リ
ス
ク
感
応
度
の
維
持
に
も
配

慮
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
Ｇ
20
で
の
合
意

に
従
い
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
所
要

自
己
資
本
の
水
準
が
大
き
く
引
き
上

が
ら
な
い
よ
う
、
注
意
深
く
設
計
さ

れ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
最
も
先
進
的
な
内
部

モ
デ
ル
手
法
の
制
限
な
ど
、
リ
ス
ク

計
測
の
バ
ラ
つ
き
を
抑
制
す
る
こ
と

に
伴
い
、
特
に
先
進
的
な
リ
ス
ク
計

測
手
法
（
内
部
モ
デ
ル
）
を
採
用
す

る
一
部
の
大
手
行
等
に
お
い
て
所
要

自
己
資
本
の
増
加
に
つ
な
が
り
う
る

要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
一
方
で
、
中

堅
中
小
企
業
向
け
債
権
に
対
す
る
所

要
自
己
資
本
の
軽
減
な
ど
金
融
仲
介

機
能
に
配
慮
し
た
取
扱
い
も
含
ま
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
金
融
市
場
や
金

融
シ
ス
テ
ム
の
状
況
な
ど
、
国
ご
と

の
違
い
も
念
頭
に
置
い
た
枠
組
み
と

な
っ
て
お
り
、
粘
り
強
い
国
際
交
渉

の
結
果
、
わ
が
国
の
主
張
も
十
分
に

考
慮
さ
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

適
切
な
移
行
期
間
や
経
過
措
置
が
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
わ
せ
て
考

え
れ
ば
、
本
邦
金
融
機
関
に
と
っ
て

も
十
分
対
応
可
能
な
内
容
と
考
え
ら

れ
る
。

　

今
後
は
、
各
国
内
に
お
い
て
、
今

般
最
終
化
さ
れ
た
国
際
的
な
規
制
枠

組
み
を
調
和
的
な
か
た
ち
で
誠
実
に

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
本
邦
金
融
機

金融財政事情 2018． 2．1215



関
の
対
応
状
況
等
を
注
視
し
つ
つ
、

円
滑
な
国
内
実
施
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
ま
た
、
国
際
的
に
は
、
合

意
さ
れ
た
一
連
の
規
制
枠
組
み
が
所

期
の
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
か
、
意

図
せ
ざ
る
影
響
が
生
じ
て
い
な
い
か
、

と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
そ
の
影
響
を

評
価
し
て
い
く
こ
と
に
焦
点
が
移
っ

て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
引
き
続
き
、

金
融
庁
と
日
本
銀
行
で
密
接
に
連
携

し
な
が
ら
、
わ
が
国
と
し
て
こ
う
し

た
検
証
作
業
に
し
っ
か
り
参
画
し
、

貢
献
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
本
稿
で
示
さ
れ
た
意
見
は
執
筆
者
に

属
し
、
必
ず
し
も
執
筆
者
が
所
属
す
る

組
織
の
見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。）

（
注
）現
行
の
バ
ー
ゼ
ル
規
制
に
お
い
て

は
、
自
国
政
府
・
中
央
銀
行
等
の
ソ

ブ
リ
ン
向
け
与
信
は
、
基
本
的
に
リ

ス
ク
資
産
と
み
な
さ
れ
て
い
な
い
。

た
と
え
ば
、
自
国
通
貨
建
て
ソ
ブ
リ

ン
向
け
与
信
は
、
リ
ス
ク
ウ
ェ
イ
ト

を
各
国
裁
量
に
よ
り
ゼ
ロ
％
と
で
き

る
ほ
か
、
大
口
与
信
規
制
の
適
用
対

象
外
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ソ

ブ
リ
ン
向
け
与
信
の
扱
い
に
つ
い
て

は
、
欧
州
債
務
危
機
の
経
験
を
契
機

と
し
て
、
見
直
し
の
必
要
性
や
見
直

す
場
合
の
選
択
肢
を
バ
ー
ゼ
ル
委
と

し
て
検
討
し
て
き
た
。
検
討
の
結

果
、
現
行
の
規
制
上
の
取
扱
い
を
変

更
す
る
必
要
性
を
巡
っ
て
コ
ン
セ
ン

サ
ス
が
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

現
行
規
制
の
見
直
し
は
行
わ
ず
に
検

討
作
業
を
完
了
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
な
お
、
今
回
、
こ
れ
ま
で
の
検

討
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
潜
在
的
な

考
え
方
（
ア
イ
デ
ィ
ア
）
を
紹
介
し

た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
が

公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
対

す
る
バ
ー
ゼ
ル
委
の
見
解
は
示
さ
れ

て
お
ら
ず
、
規
制
の
変
更
を
企
図
し

た
市
中
協
議
で
は
な
い
扱
い
と
な
っ

て
い
る
。

　

世
界
的
な
経
済
成
長
の
鈍
化
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が

消
滅
し
、
大
き
な
技
術
革
新
が
起
き

な
い
限
り
、
経
済
成
長
は
期
待
で
き

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
年
金
運
用

の
世
界
で
は
、
こ
の
経
済
成
長
の
鈍

化
か
ら
生
じ
た
資
金
需
要
の
低
迷
を

主
因
の
一
つ
と
し
て
、
一
時
期
は
マ

イ
ナ
ス
金
利
と
い
う
異
常
な
状
態
に

陥
り
、
そ
の
後
も
こ
れ
ま
で
に
な
い

ゼ
ロ
近
辺
の
金
利
水
準
が
続
い
て
い

る
。
最
近
で
は
金
利
上
昇
に
向
け
た

動
き
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
の
ま

ま
経
済
の
低
迷
が
続
い
て
利
上
げ
が

思
う
よ
う
に
で
き
な
い
と
い
う
可
能

性
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
金
利
水
準
が
続
く
と
、

年
金
運
用
に
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

発
生
す
る
。
債
券
か
ら
得
ら
れ
る
リ

タ
ー
ン
だ
け
で
な
く
そ
の
他
の
資
産

か
ら
得
ら
れ
る
リ
タ
ー
ン
も
低
下
し
、

さ
ら
に
年
金
債
務
の
拡
大
、
要
求
収

益
率
と
の
乖
離
な
ど
、
制
度
維
持
の

根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
多
く
の

問
題
が
表
面
化
し
て
く
る
。

　

本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
難
題
に
対

し
て
解
決
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く

れ
る
良
書
で
あ
り
、
確
定
給
付
型
企

業
年
金
を
想
定
し
、
年
金
運
用
に
関

す
る
多
く
の
重
要
な
課
題
に
つ
い
て

対
応
策
の
ヒ
ン
ト
が
示
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
現
状
の
日
本

の
年
金
制
度
お
よ
び
制
度
改
革
の
状

況
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
と
も
に
、

欧
州
で
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
が
年
金
運

用
に
与
え
て
い
る
状
況
を
ま
と
め
て

い
る
。
次
に
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
理
論

か
ら
見
た
確
定
給
付
型
企
業
年
金
の

あ
る
べ
き
運
用
政
策
や
リ
ス
ク
管
理

に
つ
い
て
整
理
し
、
さ
ら
に
マ
イ
ナ

ス
金
利
が
も
た
ら
す
母
体
企
業
の
純

資
産
価
値
、
設
備
投
資
や
研
究
開
発

な
ど
の
企
業
の
投
資
決
定
に
与
え
る

影
響
や
債
券
市
場
の
歪
み
、
超
低
金

利
下
で
の
ヘ
ッ
ジ
コ
ス
ト
の
上
昇
の

問
題
な
ど
、
興
味
深
い
点
に
つ
い
て

論
じ
て
い
る
。

　

年
金
運
用
に
携
わ
っ
て
い
る
方
は

も
ち
ろ
ん
、
年
金
基
金
の
運
営
や
年

金
制
度
の
設
計
に
か
か
わ
っ
て
い
る

方
に
お
勧
め
し
た
い
実
践
的
な
書
籍

で
あ
る
。

（
文
教
大
学
大
学
院
　

�

教
授
　
菅
原
周
一
）

『マイナス金利と
年金運用』
宮井博ほか 著 

金融財政事情研究会 刊／
2,000円＋税

お
お
き　

け
ん
じ

93
年
大
分
大
学
大
学
院
修
了
、
大
蔵

省
入
省
。
97
年
英
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム

大
学
国
際
経
済
学
修
士
、
98
年
英
ウ

ォ
ー
リ
ッ
ク
大
学
国
際
政
治
経
済
学

デ
ィ
プ
ロ
マ
。
検
査
局
地
域
金
融
機

関
等
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
第
２
チ
ー
ム
長

な
ど
を
経
て
、
15
年
７
月
か
ら
現

職
。

み
ね
ぎ
し　

ま
こ
と

94
年
一
橋
大
学
法
学
部
卒
、
日
本
銀

行
入
行
。
00
年
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

行
政
学
修
士
。
金
融
機
構
局
金
融
第

３
課
長
な
ど
を
経
て
、
17
年
４
月
か

ら
現
職
。
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